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特定非営利活動法人　高槻子育て支援ネットワークティピー　石井　智子

運営委員から

民間団体における切れ目ない子育て支援

団体の歩み
　1990年代初期、孤立した子育てから地域での仲間づ
くりを目指し、乳幼児を子育て中の母親が子育て仲間と
自主的にグループを立ち上げ、共に子育てを支え合う
「子育て自主サークル」が全国各地に次々と誕生しまし
た。
　活動拠点である大阪府高槻市でも多くのサークルが誕
生しました。せっかく地域で立ち上がったサークルが世
代交代しながら地域に根付くお手伝いをしたいと考え、
1994年子育て自主サークル同士の交流の場を提供する
ボランティア組織を立ち上げました。
　「こころの子育てインターねっと関西」との出会いも
この時期で、幸いなことに立ち上げから携わることがで
き、様々な学びの場を得ることで、自分たちの活動を客
観的に捉えることができました。
　まだ『子育て支援』という言葉も制度もなかった時代、
市役所や公民館、保健所等、様々な所に出かけて子育て
情報を収集し、市内で子育てするのに役立つ子育て情報
冊子を自主作成しました。その活動を通じて、子育て中
の人から「日中、誰とも会話がなく、寂しい」「どこに
行けば子育て仲間に出会えるのか」「子どもと出かけら
れる場所を教えてほしい」等々、電話や手紙（その当時
の情報手段）が日に何件も何通も、民間のボランティア
グループの私たちのもとに届きました。
　多くの切実な子育てに対する不安や仲間を求める声、
情報を必要としている現状等々を身近で聴き、親子・家
族・地域にとって今必要な支援は何かを正確に把握し、
その時々に応じて様々な事業を実施してきました。
　単発イベントを数年実施する中で、子育て中の人が、
いつでも必要な時に出かけられる場所の必要性を感じ、
自主運営の拠点「ひろば」を常設しました。
　「ひろば」の常設に関しては、国がその必要性を認め、
2002年度から予算をつけ、全国各地で行政直営又は
NPOなど民間委託の形で始まりました。
　当法人もボランティアの域を超え、行政と協働で事業
展開できるように2002年法人格を取得し、自主運営の
拠点「ひろば」を常設しながら、2006年高槻市の補助
金事業として認められ「ティピーおやこの広場」を開設、
現在に至ります。

地域子育て支援拠点事業の役割
　当法人が活動を始めた1994年は少子化の一層の進行
や女性の社会進出などの変化に対応するため、少子化対
策が推進された年でした。その後、子どもを取り巻く国
の子育て支援の施策は進められてきましたが、深刻な児

童虐待事件が後を
絶たず、全国の児
童相談所における
児童虐待に関する
相談対応件数は増
加を続けており、
依然として社会全
体で取り組むべき
重要な課題となっ

ています。
　特に、産前産後の心身の不調や妊娠・出産・子育てに
関する悩みを抱え、周囲の支えを必要としている家庭に
適切な支援が届くように、妊娠・出産・子育てに関する
相談がしやすい体制の整備や、地域の子育て支援サービ
スの充実を図る事が挙げられています。
　活動基盤である高槻市では2007年４月、子育て総合
支援センター「カンガルーの森」を開設し、2016年５
月から、母子保健部門（子ども保健課）において、子育
て世代包括支援センター事業を開始しています。制度と
しては一歩前進した取組ではありますが、35万人の中
核都市、出生数は年間約2500人の中で、一人一人に丁
寧に寄りそった子育て支援には難しさがあります。
　当法人は、地域の子育てサークルから活動をスタート
し、現在、地域で子育て支援の拠点事業を行っています。
活動の根底にはいつも「地域」を意識し大切にしてきま
した。子育て親子が生活をしている場所、子どもが生ま
れてから乳幼児期、学童期、思春期から大人になる過程
で色々な世代の人と出逢い、見守られて成長する場所、
子どもと一緒に様々な人に支えられ親も成長する場所で
す。
　25年以上の子育て支援経験から、生まれてから乳幼
児期、学童期、思春期という過程でたくさんの人に出会
い、関わりがあるほど子育ては安心で充実したものにな
ると実感しています。
　地域子育て支援拠点事業（以下、拠点事業）は各中学
校区に１つ開設されているので、親同士が赤ちゃんの時
期に出会って友達になり、乳幼児期を共に過ごし、幼児
期を経て、学童期には学びの場で成長を見守り合う関係
を築く事ができます。
　０歳から就学前まで拠点事業で関わりを持ち、学童期
には読み聞かせを通じて継続した関わり、サポーターの
役割を果たしています。同時に成長・発達に不安があれ
ば相談窓口となり、必要な専門機関につなぐという役割
を担っています。
　子育て世代包括支援センターによる切れ目ない子育て
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支援の取り組みと並行して、中学校区に１つ開設されて
いる拠点事業がその機能を発揮することで、子育て親子
とその家族にとってよりきめ細やかな「切れ目ない子育
て支援」が実現すると考えます。

妊娠期の支援
　当法人は、拠点を持つまでは「妊婦さんのつどい」
（2002年～2005年　年間５回）を開催していました。
その中で、初めての妊娠は不安も多く、仕事をしていた
人が産前休暇に入ると地域に知り合いがおらず、日中誰
ともしゃべらず過ごし、心細さを感じている人が多くい
ました。「妊婦さんのつどい」で出会うことでマタニテ
ィー友達ができ、一緒に散歩に出かけ、出産後新生児を
抱えて心細い時メールでやりとりするなどとても心強か
ったと後に教えてくださいました。
　拠点事業スタート後は、小さな法人の為、運営で手い
っぱいになり、地域に出かけて「妊婦さんのつどい」を
開催する時間が持てず、出産後の支援にかかり切ってい
ました。しかし、拠点に来ている生後７か月～10か月
の赤ちゃんのママから、「知り合いがいないので家にこ
もっていた。もっと早くから来ればよかった」「一番し
んどかった１，２か月の頃に、ここを知っていれば気持
ちが楽になったのに」との声を聞き、改めてプレママ支
援事業の必要性を強く感じました。
　当時は、拠点を持っていませんでしたので情報提供の
みに終わっていましたが、現在は地域に居場所を用意し
ています。妊娠中も出産後も拠点を利用してもらうこと
で、親子が必要な時に情報を得て、安心感を抱き、地域
とつながり妊娠・出産・子育てができ、切れ目ない支援
に取り組むことができます。
　しかし、2020年４月から続くコロナ禍では保健セン
ター実施の「プレママ・プレパパ教室」は緊急事態宣言
のたびに中止になり、再開しても蜜を避けるために人数
制限を行っているため、全ての希望者が参加できない状
況が続いていますので、出産を控えた妊婦とその家族が
妊娠期及び出産に向けての情報を得る機会と場所が極端
に少なくなっています。
　また、多くの産婦人科において、緊急事態宣言期間中
は家族の入室が制限又は禁止され、妊婦さんが一人で出
産し、退院するまで家族と会えない状況になりました。
産婦人科によっては、現在も継続中の場所もあります。
入院中もできるだけ人との接触を避けるため、食事は自
室のベットの上、授乳や沐浴指導等は個別に行われるた
め、通常なら入院期間中に出産した人同士交流して仲良
くなる機会も得られない状態です。
　同時に、緊急事態宣言期間中に里帰り出産の受け入れ
を断られ、又は実家に移動できず、慣れない土地で身内
が居ない状態で出産した人も少なくありません。
　このように、本来でしたら安全安心な環境で出産を迎
え、家族みんなで喜びを分かち合いその後の子育てに入
っていくところを、コロナ禍で心細く不安を抱え、一人
で陣痛や分娩に耐え、出産後も多くのサポートを得られ

ない状態が続いています。
　拠点としてできる事は、出産後、遊びに来られた時に、
出産前後のお話しに耳を傾け、一人で抱えなければいけ
なかった体験を、今後は多くの人や場所が共に支えてい
くことを伝え、子育てに前向きなイメージが持てるよう
心を寄せる努力をしています。
　地区で連携している助産師さん、保健師さんと情報交
換、共有をしながら、今後に向けて「妊婦さんのつど
い」再開を模索しています。

ＢＰプログラムの提供
　ＢＰプログラムは子どもの成長発達について正しい知
識を系統立てて学ぶ機会になります。また、連続講座で
同じメンバーで時間を共有することで安心感の中、困り
ごとの共感や我が子以外の近い月齢の子どもを見る機会、
接することで我が子の成長を改めて知る機会になります。
また、プログラム終了後は拠点を利用してもらうことで、
親子が必要な時に情報を得て、安心感を抱き、地域とつ
ながり子育てができ、切れ目ない支援に取り組むことが
できます。残念ながら、当法人の拠点地域（高槻南部）
では出生数自体が少なく、ＢＰプログラムを実施するこ
とができない現状が続いています。
　そんな中、高槻市の乳児家庭全戸訪問事業（通称「こ
んにちは赤ちゃん」事業）に参画することが決まりまし
た。2020年11月から訪問員研修を受け、2021年１月
より活動を始めています。
　「こんにちは赤ちゃん」事業に参画が可能になったこ
とで、拠点施設の対象エリアに直接足を運び、顔の見え
る関係で拠点の紹介やＢＰプログラムの紹介及び詳細を
伝えることが可能になりました。
　また、各地域訪問スタッフとも顔を合わせ、ＢＰプロ
グラムの有効性を伝える機会を得ました。現在高槻市で
は４か所でプログラムを実施しています。各地域でプロ
グラムの内容を知った訪問員が紹介することにより、住
んでいる場所の近いところでプログラム実施の情報を知
り、受講しやすい環境となりました。　

　最後に、依然として収束のめどが立たないコロナ禍で、
拠点利用も密にならないように予約制になっています。
感染リスクを考えると利用をためらう親子も多く、家の
中で過ごす時間が増え、親も子も閉塞感を抱えています。
拠点では感染防止対策を徹底して、開所しています。ぜ
ひ、顔を見せに来て下さい。対面が不安な場合は電話で
もメールでも声を聞かせてください。LINEやZOOM、

YouTube、全国の
拠点でコロナ禍で
も親子と繋がる方
法を模索していま
す。誰かと繋がっ
てコロナ禍を一緒
に乗り切りましょ
う。
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